
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 例 会 日 程 ☆ 

4 月 26 日(水) 5 月 3 日(水) 5 月 10 日(水)12：30 5 月 17 日(水)12：30 

休会（7-1） 

IAC 例会（17：00） 
祝日（憲法記念日） 

幸福例会 会員表彰 

第 11 回理事会（13：30） 

卓話：地区ロータリー財団委員会

補助金委員会 委員長 藤野直

子様 (名古屋名東 RC 所属) 例

会後準備理事会その後周年会議 

 

第 2816 回例会報告 4 月 12 日 (水)曇り N o .29 

☆点  鐘☆ 会長 三根健一 

☆司  会☆ 会場委員長 宮﨑忠広       

☆唱  和☆ 我らの生業 

☆ビジター☆   

☆会長挨拶☆ 会長 三根健一 

 皆さんこんにちは、今朝、小学生の登

校姿を見ました。15 人程の 2 列に並ん

で歩く姿の先頭に、背の高い子が、やた

らﾗﾝﾄﾞｾﾙが大きく見える子の手をつな

いでいる姿をみかけました、まさに新学

年の始まりの微笑ましい姿でした。 

新年度と言えば、先日の地区研修協議

会、ご参加の皆様お疲れさまでした。次期永井年度に向

けてのｴﾝｼﾞﾝがかけられたのではないでしょうか。 

後ほどのｸﾗﾌﾞｱｯｾﾝﾌﾞﾘｰで各委員会の活動方針等の報

告もあるかと思います。 

去年の自分は、ｶﾞﾊﾞﾅｰの挨拶が始まったときの一瞬、

身の引き締まる思いがしたのを思いだしました。 

とわいえ、本年度もまだ二か月半も残しております、

来週は、職業奉仕委員会担当の健康診断と、伊藤先生の

卓話があります。 

そして、5 月 27 日には春の家族会も開催されます、

今少しお付き合いくださいませ。 

本日もよろしくお願いいたします。 

 
 

～Today’s Information～ ◆◆報告事項◆◆ 

◇◇幹事報告◇◇ 幹事：林 茂一

◆先日の地区協の登録料（半額負担）を引落ご利用の方

は 5/10 引落、請求書の方は本日お渡ししました。 

５月末までにお支払いの程よろしくお願い致します。 

 

◇ ◇ ニ コ ボ ッ ク ス 報 告 ◇ ◇            

報告者：ニコボックス委員長 鬼頭好信 

川合末っ子が新社会人になりました。25 年に及ぶ教育費

が不要になりました。これから小遣いｱｯﾌﾟにむけて銭闘

です。 
(ﾆｺﾎﾞｯｸｽ委員会より：大変多額に頂戴しありがとうございました) 

三根 地区研修・協議会参加の皆様お疲れ様でした。後程

発表よろしくお願い致します。 

永井 地区研修・協議会にご出席の皆さん、ありがとう

ございました。本日の報告もよろしくお願いします。 

永井今週の土日は第10回ﾜｰﾙﾄﾞﾌｰﾄﾞ＋ふれ愛ﾌｪｽﾀが開催

されます。皆様のお越しをお待ちしています。 

林茂夫横井さん、樋田さん、散財をおかけしました 

横井林茂夫さん、樋田さんありがとうございました 

樋田林茂夫さんと横井定さんにお世話をお掛けしまし

た 

後藤(啓) 伊藤彰さんがﾊｰﾌ 38！！おめでとうございま

す。ﾊﾝﾃﾞｨ改正たのみます。 

林茂一日曜日、久しぶりに 1 日家族サービスしました。

おかげで家族がちょっと優しくなりました 

山本小島さん、永井さん、金森さん、大宮さん、先日は

お世話になりました。ありがとうございます。 

☆ 例 会 臨 時 変 更 通 知 ☆ 

ク ラ ブ 名 月/日(曜日)時間  メ ー ク ア ッ プ 会 場   

   

   

   

   

 

★出席報告★ 報告者:会員組織委員長 鵜飼博信 

会 員 総 数 54 名 前々回修正 3 月 29 日    

出 席 

会 員 数 

44 名 出 席 

会 員 数 

22 名 

(内免除者 8 名) (内免除者 3 名) 

欠 席 者 数 
10 名 

ﾒｰｸｱｯﾌﾟ数 11 名 
(内免除者 4 名) 

出 席 率 88.00 ％ 修正出席率 75.00％ 

 
今週のメークアップ 

足立三千夫（IAC）横井定（C.O.M）新井仁志・服部孝徳・金森貴史・鬼頭好信・宮﨑忠広・水野厚司・山本

敏裕・吉川未佐子・吉川貴祥（B.D） 

 

本日の例会プログラム 第 2817 回例会 4 月 19 日（水）  

例会場：尾張大國霊神社 卓話：稲沢厚生病院 院長 伊藤浩一  

            テーマ「市民のための救急蘇生法（一次救命処置）」 

18・19 日健康診断 

 

 

承承認認日日：：昭昭和和 3388 年年（（11996633 年年））1122 月月 66 日日  会会長長：：三三根根健健一一／／副副会会長長：：吉吉川川貴貴祥祥  

例例会会日日：：毎毎週週水水曜曜日日  1122：：3300～～1133：：3300    幹幹事事：：林林茂茂一一／／編編集集：：広広報報会会報報委委員員会会  

例例会会場場：：尾尾張張大大國國霊霊神神社社（（国国府府宮宮））      EE--mmaaiill  rrcciinnaazzaawwaa@@ggmmaaiill..ccoomm  

稲稲沢沢市市国国府府宮宮一一丁丁目目 11 番番 11 号号      UURRLL  hhttttpp::////wwwwww..iinnaazzaawwaa--rrcc..oorrgg//  

事事務務所所：：〒〒449922--88221133  稲稲沢沢市市高高御御堂堂 11--22--11（（林林商商事事ビビルル 11 階階））  

電電    話話：：00558877--2244--00774400  FFAAXX：：00558877--8899--00226655 事事務務局局携携帯帯電電話話  009900--44885533--55226622  

 

2022-23 ＲＩ会長 

稲稲沢沢ロローータタリリーーククララブブ週週報報  
 

稲沢 RC2022-23 年度会長方針 

さらなる１０年に向けて、SDG'ｓ

を念頭において行動しよう。                        

 
ⓒ稲沢市いなッピー 

 

ｼﾞｪﾆﾌｧｰ E.ｼﾞｮｰﾝｽﾞ  
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後藤(貴)・鬼頭・真野地区協議会欠席のお詫び 

川合例会・理事会欠席のお詫び。大相撲観戦に行っており

ました。テレビ愛知の副社長が旧知の友達でした。 

横井 夜間例会欠席のお詫び 

近藤(尊) 例会欠席のお詫び 

 

◇ ◇ 地 区 研 修 ・ 協 議 会 報 告 ◇ ◇           

日時：2023 年 4 月 9 日(日) 場所：名古屋ﾏﾘｵｯﾄｱｿｼｱﾎﾃﾙ 

第１分科会 加藤太平 

テーマ：培おうﾌﾟﾗｲﾄﾞ、育もうﾌﾞﾗﾝﾄﾞ、そして未来へ！！ 

2023-24 年度の酒井ｶﾞﾊﾞﾅｰより、ﾃｰﾏとなる地区方針に

ついてお話があり、今一度、例会の大切さを会員に伝え、

充実した例会運営を目指そう。そのためにもﾛｰﾀﾘｰ、ﾛｰﾀﾘ

ｱﾝとしてのﾌﾟﾗｲﾄﾞとﾌﾞﾗﾝﾄﾞについて熱く語られました。 

会員それぞれが自身の事業と同等のﾌﾟﾗｲﾄﾞを持つこと

で、ｸﾗﾌﾞのﾌﾟﾗｲﾄﾞとﾌﾞﾗﾝﾄﾞが維持され、向上していくこと、

そして、入会時時の喜びや緊張感を原点としていることな

ど、心に響く内容でした。 

 現在の WFF は、次年度から RFF（ﾛｰﾀﾘｰ･ﾌｰﾄﾞ・ﾌｪｽﾀ）と

名前を変えますが『ﾎﾟﾘｵ撲滅』を掲げた根絶活動に変わり

はなく、同時にﾛｰﾀﾘｰの公共ｲﾒｰｼﾞ、存在価値の向上と地区

内のｸﾗﾌﾞの結束をより強めていくことなどを目標として

います。 

 また、ﾛｰﾀﾘｰの危機管理や防災対策についてもお話を聞

くことで、自ｸﾗﾌﾞ、自社、そして自身の家族まで振り返る

ことができ、改めて発信力、影響力の強さを再認識させて

いただく次第でした。 

 会員増強については、ｺﾛﾅ禍を通った今でこそ響くもの

があり、会員を増やすためには強いｸﾗﾌﾞ、魅力あるｸﾗﾌﾞ

にすること。 魅力のあるｸﾗﾌﾞは会員増強だけでなく、退

会防止にもつながり、単年度運営のﾛｰﾀﾘｰであってもｽﾊﾟｲ

ﾗﾙｱｯﾌﾟしていくための大きな背骨となります。 

 稲沢ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞは来年、60 周年の節目の年になります。 

原点を再認識することで飛躍と年とし、自分自身もｸﾗﾌﾞ

について、そして１つ１つの活動の意味を再確認する年に

したいと強く感じました。 

 

第２分科会 近藤尊敬 

テーマ：クラブが中心！ 

～ｸﾗﾌﾞ奉仕の重要性について～ 

■ｸﾗﾌﾞにおける会員研修の話では、 

現在、会員研修など行っているｸﾗﾌﾞとそうでないｸﾗﾌﾞがあ

るようです。 

○既存会員の研修・・・最新情報を既存会員に知ってもら

うことが重要 

○新会員の研修・・・新会員はｸﾗﾌﾞに迎え入れたら終わり

ではなく、新会員に対して肯定的評価発揮の機会提供が重

要。例えば、「君は新会員だからまだ分からなくても良い

よ」とか、「まだこのこと知らなかったの？」等の声掛け

ですと、疎外感を感じてしまうので、新会員がその役割を

いきいきと行える肯定的評価発揮の機会をｸﾗﾌﾞ側が提供

する。例えばあるｸﾗﾌﾞでは、女性新会員に会員の奥様のﾌﾟ

ﾚｾﾞﾝﾄに何が良いか決めてもらう役割をしてもらうとか、

親睦例会のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成してもらうなど、ｸﾗﾌﾞ内の自分

の居場所を見つけることが重要であると学びました。 

■ｸﾗﾌﾞ奉仕・運営の重要性についてでは、 

本ﾃｰﾏである、ｸﾗﾌﾞ奉仕とはなんだろう？ 

ﾛｰﾀﾘｰの五大奉仕とは、「ｸﾗﾌﾞ奉仕」「職業奉仕」「社会奉仕」

「国際奉仕」「青少年奉仕」である。 

では、主語はなにか？ｸﾗﾌﾞ奉仕以外は「会員」である。 

1923-24 年度 RI 会長のｶﾞｲｶﾞﾝﾃﾞｯｶｰは、会員がｸﾗﾌﾞに奉

仕（ｸﾗﾌﾞ会員としてのﾛｰﾀﾘｱﾝの義務）、ｸﾗﾌﾞが会員に奉

仕（ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの会員に対する責務）両方が主語である。 

では、ﾛｰﾀﾘｱﾝの義務とは 

1.ｸﾗﾌﾞ会員としてのﾛｰﾀﾘｱﾝの義務（例会に出席して会員

同士が積極的に交流、親睦と学び） 

2.職業人としてのﾛｰﾀﾘｱﾝの義務（鋭く高い倫理基準と奉

仕理念を自分の事業で実践する） 

3.業界代表としてのﾛｰﾀﾘｱﾝの義務（他の同業者に働きか

けながら、職業倫理と奉仕の普及に努め、業界全体を

発展させていく義務） 

4.地域住民としてのﾛｰﾀﾘｱﾝの義務（公共的な慈善団体や

地域において積極的に価値ある貢献をする、良き家庭

人たれ！良き事業者たれ！良き市民たれ！） 

次に、ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの責務とは、魅力的で価値あるｸﾗﾌﾞ運

営である。 

1）ｸﾗﾌﾞﾘｰﾀﾞｰの矜持 

2）魅力的で価値ある例会 

3）魅力的で価値ある奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

4）ｸﾗﾌﾞの一体感 

5）ｸﾗﾌﾞ理事会 

特に私は次年度会場委員会ですので、魅力的で価値ある

例会はどういったものか 

② 会員同士の交流の時間 

② 敬愛に繋がる会員ｽﾋﾟｰﾁ 

③ 価値のあるｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰﾁ 

④ 魅力的で分かりやすいﾛｰﾀﾘｰ研修 

⑤ 感動的な会長挨拶 

ｸﾗﾌﾞ奉仕とは、会員の誰もが「素晴らしい真のﾛｰﾀﾘｱﾝ

になるためのすべての取り組み」 

ｸﾗﾌﾞの機能・・・素晴らしい真のﾛｰﾀﾘｱﾝを育て、支援し、

増やすこと 

ｸﾗﾌﾞ内で会員がとるべき行動・・・一般会員は親睦、学

び、成長、奉仕を主体とした行動 

ｸﾗﾌﾞﾘｰﾀﾞｰは魅力的で価値あるｸﾗﾌﾞ運営 

ｴﾝｼﾞｮｲﾛｰﾀﾘｰ→ｸﾗﾌﾞ奉仕 に繋がる 

 

第３分科会 金森貴史 

ﾛｰﾀﾘｰの公共ｲﾒｰｼﾞが何故必要なのか。ﾛｰﾀﾘｰを広く紹介

することが、地域の方々に我々の活動を知っていただ

き、理解していただくことにより益々活動をしやすくな

る。また新しい人材の発掘に繋がり、次世代のﾛｰﾀﾘ-に

繋げることができる為であります。その方法として、ﾏ

ｽﾒﾃﾞｨｱを使い広く周知させる事や SNS 等を使用し個人ﾚ

ﾍﾞﾙでの発信を行うことにより、より一層幅広い周知に

つなげていく。 

 ﾏｲﾛｰﾀﾘｰの登録も 60％以上を目指す。 

 ﾛｰﾀﾘｰの友では、新しい俳壇の選者にﾃﾚﾋﾞのﾌﾟﾚﾊﾞﾄで

おなじみの夏井いつきさんが加わります。 

 

第４分科会 吉川未佐子 

国際交流の地区協議会に参加し、まず RCC（ﾛｰﾀﾘｰ地域

社会共同体）についての説明がありました ﾛｰﾀﾘｱﾝ以外

の人々が集まり柔軟な形で活動に参加するﾛｰﾀﾘｰの奉仕

ﾊﾟｰﾄﾅｰです。RCC は、地域の課題に地域での解決法と提

供しさまざまな人々が RCC のﾒﾝﾊﾞｰとなります 

通常はﾛｰﾀﾘｰの運営は 1 年で完結するため継続的な支援

が求められる事業を行いづらい面がありますが RCC の

活動では複数年で活動できる社会活動としてﾛｰﾀﾘｰと一

般の活動を結びつけることができますが、2760 地区で



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

は組織率が低く今後積極的な活動展開を求められており

ました 

 活動報告として、継続的に活動されている一宮中央ﾛｰﾀ

ﾘｰのｶﾝﾎﾞｼﾞｱでの小学校・教員養成学校設立運営について

いて発表されておりました 

 実際に現地に行かれた方の体験談もお聞かせいただき、

参加ﾒﾝﾊﾞｰが吐血するような病気になってもそれを診断で

きる病院がなく、命の危機にあった話や帰国時にｺﾛﾅ陽性

となり、搭乗予定の飛行機にのれなかったなどの体験談を

話されており、自分が日本でいかに恵まれている環境です

ごしているのかと思い知らされました 

5 つの奉仕 ｸﾗﾌﾞ奉仕・職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕・

青少年奉仕のなかで国際奉仕というのがなかなか奉仕し

づらいそれを進めていくのが大切であるとのことでした 

 

第５分科会 伊藤浩一 

第 5 分科会は職業奉仕委員会の研修でした。職業奉仕は日

本でﾛｰﾀﾘｰ活動が始まった時から活動の原点・ﾍﾞｰｽとなる

もので、現在では当たり前のものとなっていますが、改め

て考え直しましょう｡｢四つのﾃｽﾄ」は職業人としてのﾛｰﾀﾘ

ｱﾝの心構え、いわゆる職業倫理を示します。これを用いて

改めて、自分の会社の社是・社訓、職務、活動などを見つ

め直しましょうということでした。例として、次期地区職

業奉仕委員長と副委員長が四つのﾃｽﾄに照らし合わせた会

社案内をされました。非常に興味深く拝聴しました。 

 

第６分科会 大宮隆志 

ﾛｰﾀﾘｰ財団委員長からのご挨拶、ご説明のあと、ﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽ・

職業研修チーム委員会、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ奨学生・平和ﾌｪﾛｰ委員会、

補助金委員会、資金管理委員会、資金推進委員会の各委員

会の順に、地区の委員長からのご説明をいただきました。 

ﾛｰﾀﾘｰ財団の意義、特に補助金事業の財務的な重要性を実

感した次第です。 

ﾛｰﾀﾘｰ財団が、ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの財務の基礎となっている点、ﾎﾟ

ﾘｵが絶滅寸前まで進んでいることについてﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞから

の資金等の提供が大きく貢献・寄与している点、平和ﾌｪﾛ

ｰｼｯﾌﾟ制度の重要性についても勉強させていただきまし

た。 

今後も研鑽を積んで参りたいと思います 

 

第 7 分科会 奥智子 

第７分科会は青少年奉仕に関する分科会でした。 

ｲﾝﾀｰｱｸﾄ､ﾛｰﾀｰｱｸﾄ、RYLA、青少年交換、学友の各委員会の

順に、地区の委員長からのご説明を頂きました。 

 次世代のﾘｰﾀﾞｰを育てる、奉仕の価値観を育てるという

ことは、青少年が活躍できる環境を整えるためﾛｰﾀﾘｱﾝがﾌﾟ

ﾗｲﾄﾞと責任感をもって汗をかくのが真髄ではないか、とい

う問いかけが大変心に残りました。 

 また、社会奉仕と青少年奉仕の合同の試みである佐久島

での清掃活動も紹介されました。奉仕活動を体験し学びを

得たら、各個人が違う分野、違う場所での奉仕へと広げて

いくことで奉仕の精神や活動を皆で拡大していこう、とい

う発表でした。 

今回の分科会は私にとって、青少年奉仕の事業の歴史や

意義を学ぶ良い機会となりました。 

 私も今回の学びを活かし、ﾛｰﾀﾘｱﾝとして青少年奉仕の分

野で少しでも役に立てるよう活動していきたいと思いま

す。 

 

 

 

第８分科会 山本敏裕 

本来であれば第 1 分科会への参加でしたが、第 8 分科

会の米山記念奨学に代理出席しました。 

開会後に委員長挨拶があり、3 年目最後の年度と言う

事で想いのこもった挨拶をなされました。 

分科会内容では、寄付増進の話の中で第 2760 地区は

ｸﾗﾌﾞ数、会員数が多いので総額は普通寄付と特別寄付と

もに全国でも上位ですが平均するとどちらも平均以下

になってしまうので、現状 1 万 5 千円程度を 2 万円の目

標を掲げていました。 

奨学生は合計 53 名でうち、32 名（韓国 11 名、他国

21 名）が新たに選考されました。 

最後に、支援した奨学生の中にはﾛｰﾀﾘｱﾝになった学友

272 名、ｶﾞﾊﾞﾅｰになった学友 3 名と国と国の懸け橋とな

る事業であり、今後も広がり続ければ平和への懸け橋に

なる事業だと感じました。 

 

第９分科会 菅原勝行 

稲沢ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞに入会し、私も 1 年半年が経ちました。 

入会時点はｺﾛﾅ禍により休会を余儀なくされたことも

ありましたが、ここ半年はﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ活動を通じ、稲沢

ﾒﾝﾊﾞｰの皆さんと共に様々な活動を行えていることを嬉

しく思っております。 

さて、今回 2023-24 年度地区研修・協議会では入会３

年未満の会員を対象とした第 9 分科会に参加致しまし

た。 

改めてﾛｰﾀﾘｰでの五大奉仕部門ﾋﾞｼﾞｮﾝのﾚｸﾁｬｰを受け、

ｸﾗﾌﾞの理念や目的、ｸﾗﾌﾞ活動を通じ会員相互の更なる連

携意識の高揚を図り、地域社会において奉仕貢献する国

際団体であることを改めて理解致しました。 

また、分科会内では先輩ﾛｰﾀﾘｱﾝの経験談を拝聴してきま

した。 

今回の研修会を機に、今後も積極的に活動に参加して

いきたいと思います。 

  

◇◇創立 60 周年実行委員会から報告◇◇ 

報告者：運営幹事 樋田文裕 
１）組織表について・・・添付資料でご確認願います。 

２）「創立 60 周年記念式典並びに祝賀会」について 

開 催 日:令和 5 年 7 月 22 日（土） 

開始時間:記念式典：午後 5 時より 

祝賀会：6 時 30 分より 

開催場所:ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ ｸﾞﾗﾝｺｰﾄ名古屋 

 名古屋市中区金山町一丁目 1 番 1 号 TEL052-683-4111 

ドレスコード:平服、ネクタイ着用（男性） 

登録料:会員 2 万円予定（欠席の場合も徴収します）   

同伴者 1 万円予定 

３）今後の予定  

・5 月 17 日（水）例会及び次年度準備理事会終了後  

第 4 回全体会議 

・5 月 24 日（水）例会（クラブフォーラム） 

創立 60 周年記念式典並びに祝賀会 内容、ｽｹｼﾞｭ-ﾙ及び

役割分担について  

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


